


も、あります。

・一次→ 19歳以上誰でもOK

・全70問中 60問解答
→応⽤能⼒問題 10問

・全体６割 36点 / 応⽤６割

・合格率 36〜40％
（R7 48.5％）

・２年前＆４年前から多出題
→前年は、（ほぼ）出ない

・８年過去問題集で、
74％ 網羅

・TACカリキュラム



本日の内容
 受検日程

 令和７年度 どれくらい過去問から出ている︖ Part１

 令和８年度 出題予想

 Pre講義ー塗膜防水

 どれくらい過去問から出ている︖Part２

 講座紹介



概要 受検日程
出典：（一財）建設業振興基金試験研修本部

「令和８年度 建築及び電気工事施工管理技術検定実施日程について」
https://www.fcip-shiken.jp/1bad444206ded56f262fc74c3693372c.pdf



どのくらい過去問から出ているのか



令和７年度 一次検定問題
【No,38】鉄筋コンクリート構造の建築物の内部断熱⼯事に関する記述として、最も不適当なものはどれか。

① 押出法ポリスチレンフォーム張付け⼯法において、セメント系下地調整塗材を⽤いて隙間ができない
ようにしてから、断熱材を全⾯接着で張り付けた。

② 押出法ポリスチレンフォーム打込み⼯法において、熱橋防止のため、天井の吊りボルトの吊元となる
インサートを樹脂製のものとした。

③ 硬質ウレタンフォーム吹付け⼯法において、厚さ５mmの下吹きの後、多層吹きの各層の厚さは各々
40mm以下とした。

④ 硬質ウレタンフォーム吹付け⼯法において、冷蔵倉庫で断熱層が特に厚かったため、１日の最⼤吹付
け厚さを80mmとした

【No,39】外壁ALCパネル⼯事の縦壁ロッキング構法に関する記述として、最も不適当なものはどれか。

① 外壁パネル下部において、取合いのコンクリート⾯に設けた定規アングルとパネル下⾯との間のパネル
幅方向中央部に、Ｒスペーサーを設置した。

② 外壁パネルと間仕切パネルの取合い部は伸縮目地とし、目地幅は10mmから20mmとした。
③ 外壁パネル間の横目地は伸縮目地とし、目地幅は10mmとした。
④ 耐火性能が要求される伸縮目地には、モルタルを充填した。

R3-38③

H27-43
②類
R1-43①

R1-43②

R3-39②
R3-39③
類
R3-39④

新規

✕

✕

30㎜

耐火目地材



令和７年度 ↓
【No,38】鉄筋コンクリート構造の建築物の内部断熱⼯事に関する記述として、最も不適当なものはどれか。

① 押出法ポリスチレンフォーム張付け⼯法において、セメント系下地調整塗材を⽤いて隙間ができない
ようにしてから、断熱材を全⾯接着で張り付けた。

② 押出法ポリスチレンフォーム打込み⼯法において、熱橋防止のため、天井の吊りボルトの吊元となる
インサートを樹脂製のものとした。

③ 硬質ウレタンフォーム吹付け⼯法において、厚さ５mmの下吹きの後、多層吹きの各層の厚さは各々
40mm以下とした。

④ 硬質ウレタンフォーム吹付け⼯法において、冷蔵倉庫で断熱層が特に厚かったため、１日の最⼤吹付
け厚さを80mmとした

R3-38③

H27-43
②類
R1-43①

R1-43②

✕
30㎜

R1-43 ↓
【No,43】鉄筋コンクリート造建築物の内部の断熱⼯事に関する記述として、最も不適当なものはどれか。

① 硬質ウレタンフォーム吹付け⼯法において、厚さ５㎜の下吹きの後、多層吹きの各層の厚さは各々30㎜
以下とした。

② 硬質ウレタンフォーム吹付け⼯法において、冷蔵倉庫で断熱層が特に厚かっため、１日の最⼤吹付け厚
さを100㎜とした。

③ 押出法ポリスチレンフォーム打込み⼯法において、断熱材の継目は突付けとし、テープ張りをして
コンクリートの流出を防止した。

④ 押出法ポリスチレンフォーム張付け⼯法において、躯体⾯とのすき間が生じないように断熱材を全⾯接
着とし、密着させて張り付けた。

R3-38③

80㎜✕



【No,39】ALCパネル⼯事に関する記述として、最も不適当なものはどれか。
① パネルの取扱い時に⽋けが生じたが、構造耐⼒上は⽀障がなかったため、製造業者が指定する補修モル

タルで補修して使⽤した。
② 外壁パネルと間仕切パネルの取合い部には、幅が10〜20㎜の伸縮目地を設けた。
③ 外壁の縦壁ロッキング構法の横目地は伸縮目地とし、目地幅は15㎜とした。
④ 耐火性能が要求される伸縮目地には、モルタルを充填した。

【No,39】外壁ALCパネル⼯事の縦壁ロッキング構法に関する記述として、最も不適当なものはどれか。

① 外壁パネル下部において、取合いのコンクリート⾯に設けた定規アングルとパネル下⾯との間のパネル
幅方向中央部に、Ｒスペーサーを設置した。

② 外壁パネルと間仕切パネルの取合い部は伸縮目地とし、目地幅は10mmから20mmとした。
③ 外壁パネル間の横目地は伸縮目地とし、目地幅は10mmとした。
④ 耐火性能が要求される伸縮目地には、モルタルを充填した。

R3-39②
R3-39③
類
R3-39④

新規

✕
耐火目地材

令和７年度 ↓

R3-39 ↓

耐火目地材✕



令和８年度 出題予想



R8 R8

検索 TAC 一級建築施工管理技士 動画一覧
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防水⼯事 塗膜防水
Pre講義



塗膜防水とは

防水材を塗り重ねて、膜を作って防水する⼯法



塗膜防水 施工手順、材料

ウレタンゴム系⾼伸⻑形塗膜防水⼯法
密着工法

プライマー
下地処理材、接着性向上

防水材

防水材

仕上塗料
（劣化防止・耐久性向上）

「密着工法」︓補強布を敷き込み塗膜をつくる

「絶縁工法」︓通気緩衝シートを張り付けた上
に、塗膜をつくる

躯体とくっついてる

躯体と縁が切れてる

【補強布】
① 仮敷き

→よく馴染ませ
防水材を塗りながら張り付け

② 重ね幅︓50㎜以上

③ 打継ぎ・ひび割れ部は、
幅100mm以上の補強布
+補強塗り

補強布



塗膜防水 防水材の塗布、管理

【防水材の塗布】
① 塗継ぎの重ね幅︓100㎜以上
② ウレタンゴム系︓硬化物比重1.0（比重1.3)

平場部 3.0(3.9)kg/㎡ ⽴上り部 2.0(2.6)kg/㎡
塗膜厚さ 平場︓平均３㎜ ⽴上り︓平均２㎜

【防水材の使用量の管理（膜厚の管理）】
使⽤済み容器の数（総使⽤量）

対象施⼯範囲⾯積
= 単位⾯積当たりの平均使⽤量



塗膜防水 絶縁工法

補強布

100㎜

【絶縁工法（通気緩衝工法）】
① 通気緩衝シート︓接着剤を塗布し、シート相互を突付け張り
② ⽴上り⾯→密着⼯法

平場部と⽴上り部の接合部
→補強布を平場部の通気緩衝シートの上に100㎜張掛け

③ 脱気装置＠25〜100㎡

躯体と縁が切れてる



防水⼯事 塗膜防水

Pre講義 おわり



✕

✕

✕



H29-35① ウレタンゴム系防水材の塗継ぎの重ね幅を50㎜、補強布の重ね幅
を100㎜とした。 ✕

R1-35③ ゴムアスファルト系吹付工法において、防水材の塗継ぎの重ね幅は、
100㎜とした。 ○

H29-35② ● ウレタンゴム系絶縁工法において、立上り部の補強布は、平場部の
通気緩衝シートの上に100㎜張り掛けて防水材を塗布した。 ○

R3-31① H29-35② ウレタンゴム系絶縁工法において、立上り部の補強布は、平場部の
通気緩衝シートの上に100㎜張り掛けて防水材を塗布した。 ○

R6-54① ウレタンゴム系塗膜防水の絶縁工法において、立上り部の補強布は、
平場部の通気緩衝シートの上に100㎜張り掛けた。 〇

R1-35② ウレタンゴム系絶縁工法において、通気緩衝シートの相互の重ね幅
は、50㎜とした。 ✕

R6-54③ ウレタンゴム系塗膜防水の絶縁工法において、通気緩衝シートの重
ね幅は、50㎜とした。 ✕

H29-35③ ● ウレタンゴム系防水材の平場部の防水材の総使用量は、硬化物比重
が1.0だったので、3.0㎏ /㎡とした。 ○

R3-31② H29-35③ ウレタンゴム系防水材の平場部の防水材の総使用量は、硬化物比重
が1.0だったため、3.0kg/㎡とした。 ○

R6-54② ウレタンゴム系塗膜防水の絶縁工法において、平場部の防水材の総
使用量は、硬化物比重が1.3だったため、3.9kg/ｍ²とした。 〇

R1-35④ ウレタンゴム系防水材の立上り部の総使用量は、硬化物比重1.0の
ものを使用するため、2.0㎏ /㎡とした。 ○

R1-35① ● ゴムアスファルト系防水材の室内平場部の総使用量は、固形分
60％のものを使用するため、4.5㎏ /㎡とした。 ○

R6-54⑤ R1-35① ゴムアスファルト系防水材の室内平場部の総使用量は、固形分
60％のものを使用するため、4.5kg/ｍ²とした。 〇

R6-54④ ゴムアスファルト系塗膜防水工法において、補強布の重ね幅は、
50㎜とした。 〇



✕

R6 本試験問題

✕

R6 TAC公開模試

突付け

100㎜



講座紹介



対策 一次カリキュラム



対策 一次カリキュラム
5/3

6/7

6/21

7/5

7/19 一次検定試験

3/８
START

4/26

教室



販 売 中 ３⽉中旬〜



★ 一次対策

★ トータル

［冬割ｅ受付クーポン受講料］143,000円（税込・教材費込）
［アンダー25冬割ｅ受付クーポン受講料］ 110,000円（税込・教材費込）

［冬割ｅ受付クーポン受講料］220,000円（税込・教材費込）
［アンダー25冬割ｅ受付クーポン受講料］ 187,000円（税込・教材費込）



［冬割ｅ受付クーポン受講料］143,000円（税込・教材費込）
［アンダー25冬割ｅ受付クーポン受講料］ 110,000円（税込・教材費込）

※アンダー25 （25歳以下または学生の方）
¥33,000割引き→ ¥132,000-





※ 二次は「新宿校 平日」
アリ〼

［冬割ｅ受付クーポン受講料］220,000円（税込・教材費込）
［アンダー25冬割ｅ受付クーポン受講料］ 187,000円（税込・教材費込）

※アンダー25
¥33,000割引き→ ¥209,000-




